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COVID-19 感染拡大防止のためのオンラインでの
講義・実習の実施と問題点

はじめに
　20数年前，21世紀は感染症との戦いの世紀となると予想されており，実際，2003（平成15）年に
SARS（重症急性呼吸器症候群：Severe Acute Respiratory Syndrome）コロナウイルスの世界29カ
国への拡散，高病原性鳥インフルエンザ（H 5 N 1 ）ウイルスのヒト感染への危惧，2009年には新
型インフルエンザA（H 1 N 1 ）ウイルスの世界的流行，2012年にはMERS（中東呼吸器症候群：
Middle East Respiratory Syndrome）コロナウイルスの拡散，2013年には中国における鳥インフルエ
ンザA（H 7 N）ウイルス感染症の発生が認められている1）～ 4）。2009年の新型インフルエンザウイル
スの感染拡大の際には，本学でも感染拡大防止措置がとられ，生物学科でも実習室でのアルコールに
よる手指や顕微鏡等の器具の消毒に努め，マスクの着用等を推奨した経験がある。こうした新興感染
症の出現の背景には，熱帯雨林のように野生の哺乳類が多く生息し，それらに感染する微生物やウイ
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ルスが多い生態系の破壊により，人類と野生生物との接触機会が増加していること（野生生物の違法
取引も含む），食肉の需要の高まり，同一種を密集させて飼育するような畜産業の浸透，それに気候
変動などがあると考えられており1）～ 5），これらの点は今回の新型コロナウイルス（COVID-19）のパ
ンデミック（世界的大流行）によっても再確認されている6）。こうした早期解決が難しい問題が背景
にあるならば，COVID-19 への効果的な対応方法が確立したとしても，今後も，新たなウイルスへの
脅威に曝され続けると考えるのが妥当であろう。COVID-19 への感染拡大防止に関して，2009年の新
型インフルエンザウイルスの感染への対策の経験が役立ったように，今回 COVID-19 に如何に対応
したかという点は，将来の新興感染症に対応していくために重要な知見となると思われる。それは，
直接的な感染防止策のみならず，感染を予防しながら，教育活動も含む人としての活動をいかに実現
していくか，という意味でも重要であろう。
　以上の観点から，本稿では，岩手医科大学において，新入生を迎え入れて初年次教育を実践する部
署である教養教育センターが，どのような形で（ 1）新入生を受け入れたか，また（ 2）オンライン
講義・ウェビナー等の実施体制等をどのように整備したかを記録し，次いで，筆頭著者らが属する生
物学科が（ 3）生物学関連科目をどのように変更し，実践したかを述べる。さらに，（ 4）生物学科
以外が企画・実施する科目（多職種連携教育科目など）の状況を簡単に紹介し，今後の課題や見通し
について考えてみたい。
　なお，岩手県における感染者は本年 7月29日まで確認されず，その後の感染者累計数も全国で最も
少ないため（2020年10月10日現在：24例），本学では感染予防に十分に留意しながら，対面での講義・
実習を年度はじめから続けている状況である。ただし， 1学年においては，医・歯・薬・看護学部合
同の選択必修科目を開講しており，生物系の科目については，本年度は343名の学生が同時間に 4科
目へ振り分けられるとともに，医・歯学部合同（本年度受講生：210名）の生物学実習も実施している。
このため， 1つの講義室あるいは実習室に，十分な距離をとって学生を配置することが困難であり，
講義方式や学生とのやり取りに関する工夫が要求され，Web会議ツールやeラーニングシステムを利
用することとした。

新入生の受け入れ
　新入生について，最初に問題になるのは（ 1）入学前における連絡方法の確立であろう。既にオン
ラインでのガイダンス等を実施していた大学もあろうが，多くの大学では，まず初登校日を指定し，
登校時にガイダンス等を実施するという形が普通であったと思われる。本学の場合も，初登校日の連
絡通知文書を事前に準備すべき書類等とともに郵送し，初登校日あるいはその直後にガイダンスや履
修申請を行う形をとっていた。しかし，今年度においては，初登校日の設定自体が流動的であり，突
然の予定変更時にも新入生とそのご家族に連絡する方法・ルートを確保しておく必要があった。そこ
で，本学入学試験センターの協力を得て，ホームページ（以下，HPと略記）の新入生向けのサイト
に情報を提示することとし， 2月末には，その時点までに確定していた入学予定者とそのご家族宛に
文章を送付し，（ 1）初登校および入寮前における健康相談窓口について，（ 2）履修申請方法の変更
およびシラバスの確認方法について，そして（ 3）入学に関する連絡事項のHPへの掲載と定期的な
確認のお願いについての 3点を通知した（図 1）。
　岩手医科大学全体では，附属病院も含めた危機管理委員会（委員長：祖父江 憲治 学長）が設置さ
れており，緊急時には学長の判断によって危機対策本部が設けられ，その下に大学危機対策本部（統
括：佐々木 真理 医学部長）が病院部門とは別に組織されて全学部（医・歯・薬・看護学部）共通の
対応を検討・実施している。今回も，こうした全学的な危機管理部門によって示された方針にもとづ
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いて，入学生の受け入れ等についての細かい対応を行った。本年度の入学生の初登校は，当初の予定
から 2週間ほど遅らせた 4月20日（月）となり，初登校（入寮生の場合は入寮）の 2週間前からの「健
康管理票（毎日の体温等の健康状態を記録）」の提出を義務づけることとなり， 3月末に本学学事課
および「健康管理センター」から通知された。さらに，入学前 2週間の国内外での移動歴等を記録し
た「学生調査票」の提出と，初登校から 2週間の自己検疫および行動制限を求めることが確定したた
め， 4月 3日および 4月13日に，それぞれ「COVID-19 感染拡大防止に係る新入生登校日までの行動
について（お願い）」および「COVID-19 感染拡大防止に係る登校直前および当日の行動について（お
願い）」をHPに掲載した。また，初登校日の詳細について， 4月 8日に「新入生登校日のご案内等」
を全学教育企画課が郵送するとともに，同月の10日にはHPにも掲載した。
　一方，初登校（寮生の場合は入寮）後の連絡については，個々の学生への通知をより確実なものと
するとともに，学生からの質問等も受けることができるよう，eラーニングシステムの WebClass （日
本データパシフィック株式会社）を利用することとし，その早期活用のための準備を急いだ。すなわ
ち，本学におけるネットワークの運用と管理を担っている「総合情報センター」の協力を得て，上記
の 4月 8日の通知において学内ネットワークを使うための情報（UID等）を新入生に知らせ， 4月13
日の通知では WebClass への事前アクセスを促すとともに，同通知を WebClass に設けた新入生全
員向けのコース「令和 2年度第 1学年ガイダンス」にアップした。この通知では，遠隔講義等での 
Zoom （Zoom Video Communications, Inc.）の利用の準備や，基礎学力調査テストの後に Zoom に
よる祖父江 学長の講話および小川 彰 理事長の祝辞のオンライン配信についても知らせた。さらに， 
WebClass に設けたコースには，上記の通知等を補う情報（例えば，スケジュール変更の有無，出席
番号の確認方法，基礎学力調査テストの座席など）を掲載し，自由にアクセスできるようにした（表
1）。その結果， 4月20日までのログを見ると，入学前に90名がアクセスして情報を引き出しており，
入学後の講義等での WebClass の活用を円滑に進めることに寄与したと思われる。後述するが，実
際に生物系科目に対する「学生による授業評価アンケート」では， WebClass 利用に関する否定的な
意見は見受けられず，むしろ，より積極的な利用を希望する声が寄せられている。

図 1　 2020（令和 2）年における新入生受け入
れのための流れ。日付はホームページ
（HP）あるいはWebClassへの掲載日。
主に教養教育センターによる対応を示し
たが， 3月には大学全体としての日程等
の変更について学事課から，また，学生
の健康チェック実施について健康管理セ
ンターから通知されている。さらに，各
学部や学生部によって新入生・在学生を
対象とした様々な対策が取られた。
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教養教育センターにおけるオンライン講義の実施体制整備
　本学におけるネットワークについては，例年，入学時のガイダンスにおいて総合情報センターが新
入生対象の「ネットワーク講習会」を開催し，利用が可能となる。この講習会の対象は，医・歯・薬・
看護の全学部の学生であり，例年は医・歯学部と薬・看護学部の学生がそれぞれ合同で受講している。
しかし，本年度の場合は学生間の十分な距離を保つ等の感染予防措置をとることが難しいことから，
学部ごとの実施として，換気を十分に行いつつ，入室時等における手指の消毒やマスクの着用を義務
付けるなどの対策を取って実施された。また，今年度は，通常のネットワーク講習と合わせて Zoom 
の利用に関する説明会も実施された。本学における Zoom の導入は総合情報センターと医学部が主
導して開始され，各学部による教職員のための講習会や学生の接続テストなどが，それぞれの学部で
企画されて順次行われた。そのうち，先行して行われた医学部による教職員用の講習会は，その他の
学部等の教職員の参加も可能として実施されたため，本センターの教職員も数多く参加した。こうし
た情報収集の機会を活用しつつ，教養教育センターでも教職員間の情報共有や講義・実習への Zoom 
導入のため， 4月 7日に情報交換会を開催し，教職員が利用できるリソース，オンラインでの授業形
態等を確認した。平行して，教養教育センターの事務を所掌の 1つとする全学教育企画課が各学部の
教務課等と協議しながら，管理者用の有料アカウントを最初は 4つ，後に 8つ準備し，総合情報セン
ターが有するアカウントも随時借り入れながら講義・実習に活用することになった。前述のように，
本学では本年度開始当初から対面での講義・実習＊1が行われており，受講生が自宅等から個別にオン
ラインで講義に参加するという一般的なオンライン授業の形態（図 2）は，学内に感染者が発生・増
加するなどの緊急時に実施することとなっている。実際にはそうした事態には陥っていないので，各
学部・学年ごとに振り分けた講義室・実習室において，座席指定で対面講義・実習が行われているの
が本学の現状であり，オンラインでの講義は，受講生が多いために複数の講義室を使用しなくてはい
けない場合にのみ設定されることになる。こうした場合には， Zoom を使った授業配信が有効な講義・
実習形態となり，生物学科が担当するいくつかの講義と実習はこれに該当した。こうした形態（図 3，
4）では，教員から学生への一方向の授業が主体となってしまうため，双方向性を確保するために 
WebClass のレポート，テスト，アンケート，掲示板，チャット等の種々の教材の活用が有効と考え
られ，生物学科が担当する講義・実習でも Zoom と併用することとした。

図 2　 一般的に使われているオンライン講義の形態。参加者（学生や補助の教員等）は，それぞれの
端末（PCやスマートフォン）でホスト（図では教員Aの端末）にアクセスし，双方向でのや
り取りがなされる。本学での初年次ゼミ（医学部），スモールグループ（SG）ミーティング，
SG正・副担任・学生の 3者面談などにも活用可能である。

＊1　 実習については，講義における感染防止策に加えて，器具を共用しない等の制約が付せられている。
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生物学科におけるオンライン講義の企画と実践
　看護学部が設置された2017（平成29）年度以降における，生物学科が担当する生物系科目の構成の
概略は，図 5の通りである。図に示した科目のうち，前期に開講される準備・導入科目である「ベー
シック生物」と「スタンダード生物」は入学直後の基礎学力調査テストの結果をもとに受講生の人数
をコントロールしていることもあり，2020（令和 2）年度もそれぞれ 1部屋での対面授業で実施した。
また，人数が少ない薬学部の「エッセンシャル生物」と「生物学実習」も対面授業形式で実施した（実
習については一部内容を変更し，グループ実験等を回避）。一方，人数の多い医・歯学部合同の「エ
ッセンシャル生物」や「生物学実習」，および学外非常勤講師が一部を担当する「アドバンスト生物」
と「自然・文化人類学」については，本年度は Zoom を使った配信型講義を基本とした。配信型講
義としては，講義担当者が講義室とは別の場所にいるタイプ（図 3；本稿では「タイプ 1」と呼ぶ）
と，複数の講義室のいずれかにいるタイプ（図 4；本稿では「タイプ 2」と呼ぶ）を実施した。なお，
これらの場合，いずれのタイプでも講義室のクライアントPCのカメラは学生に向け，講義室の様子
をある程度把握できるようにした。この他，通常講義（黒板等への板書やスクリーンへの投影画像と
講義担当者の動画・音声）をそのまま複数の講義室に配信することも考えられるが，このようにして
配信される画像・動画よりは， Zoom の画面共有機能等を使って配信した動画等の方が明らかに良質
であると判断されたため，今回は実施しなかった。また，選択必修の 4科目（「ベーシック生物」，「ス

図 3　 配信型のオンライン講義形態の 1つ（「タイプ 1」）。講義担当の教員は，講義室以外の場所（研
究室や自宅）から授業を配信する。体調に不安がある学生などは自宅等でも講義を受けること
が可能である。受講生から質問を受け，答えるための手立てが別途必要となる。

図 4　 配信型のオンライン講義形態の 1つ（「タイプ 2」）。講義担当の教員は，講義室の 1つ（図で
は薬学部の講義室）から授業を配信する。体調に不安がある学生などは自宅等でも講義を受け
ることが可能である。受講生から質問を受け，答えるための手立てが別途必要となる。対面で
授業を受ける学生と配信動画・音声で受講する学生が生じ，受講環境の不均一性は否めない。
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タンダード生物」，「アドバンスト生物」および「自然・文化人類学」）は同時間に開講されるが，そ
の初回には登校停止等の緊急時に備え， 4学部 1学年の全学生が個別の講義（ウェブ会議）に参加す
る形での（すなわち，図 2に類似した）オンライン講義も試みた。

　WebClass の利用については， Zoom を使用しない科目も含めた全ての生物系科目においてeラーニ
ングのコースを設定し，いずれの科目においても初回に作動確認をした上で，毎回の講義・実習で利
用するとともに，事前の確認テストや小テスト等にも利用することによって 4学部の全学生による活
用を促した。
　オンライン授業の形態について，講義室とは別の場所から講義を配信する「タイプ 1」と，いずれ
かの講義室から配信する「タイプ 2」のどちらで講義を行うかは，生物学科のスタッフ 4名で試行錯
誤を繰り返した結果，講義実習担当者の通信環境と講義の組み立て方によって選択することとした。
「タイプ 1」の場合，講義室から離れた場所から講義を配信するので，講義前の準備や複数の講義室
にクライアントPCを設置することに伴う講義前後の移動等に手間がかかるとともに，講義室に配し
たクライアントPCの調整などを行う講義担当者以外の教員，あるいは学生の協力が必要となる。一
方で，こうした実施環境が整えば，複数の講義室間の講義の質における不均等は少ないというメリッ
トがある。また，研究室等から配信すれば，資料等を講義室に運び込む必要はなく， WebClass を併
用する場合なども別途モニターを利用するなど，講義室よりも環境を整えやすいというメリットもあ
る。ただし，通信環境が悪化した場合などへの対応は難しく，「タイプ 1」で講義を開始したものの，
通信トラブルによって途中から「タイプ 2」に切り替えるケースも少なくなかった。「タイプ 2」の
場合は，複数の講義室を近くに設定すれば， WebClass 等を利用して学生に作業をしてもらっている
間などに講義担当者自らが講義室を見回ることが可能であり，学生の様子をより直接的に把握できる
とともに，通信トラブル時の対応も迅速に行うことができるというメリットがある。その一方で，講
義担当の教員が実際に目の前にいる講義室と，そうでない講義室があることになり，講義の質の同値
性が損なわれる点は否めない。授業形態の選択は，以上のようなそれぞれのタイプのメリット・デメ
リット，および実施に要求される条件（あるいは授業のためのリソース）を理解し，講義の内容・構

図 5　 2017（平成29）年度～2019（令和元）年度における生物系科目の構成。中央点線の左側には入
学前における履修歴の多様性と入学前課題学習の実施状況を，右側には入学直後の基礎学力調
査テストからの履修の流れを示している。2020（令和 2）年度には，COVID-19 感染拡大防止
のため，前期における「学習支援講義・個別指導」は実施しなかった。
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成（例えば，小テスト等を組み込むかどうか，学生からの質問をどう受けるかなど）を考慮して行う
べきであろう。別の見方をすれば，ある授業形態でオンライン講義を実施するとすれば，そのタイプ
の授業を実施するために必要なリソースを予め確保しておくべきである。
　選択必修の 4科目の初回には，全学生が個別にそれぞれが選択した科目に参加する形の講義形態（図
2に近い形）を試みたが，Wi-Fiでネットワークに繋げる講義室では，ネットワークトラフィックの
増加のために Zoom のミーティングから退出させられたり， WebClass にアクセスできなかったりす
る学生が多く生じた。総合情報センターによると一時的にアクセスポイントを増やすことによってこ
の問題は解決できるとのことなので，こうした形で実施する場合は，事前にアクセスポイントを増設
し，通信環境を整えておくことが必要不可欠である。また，多くの学生はPCのみならずスマートフ
ォン等もWi-Fiを使って同時にネットワークに繋げるので，トラフィックは学生数から予想される以
上に増加すると思われ，こうした点も考慮したアクセスポイントの増設が必要であると考えられた。
危惧されたハウリングについては，接続時にはオーディオをオフにしておくようにという指示に学生
はよく従ってくれて，ほとんど問題は起きなかった。 WebClass の利用も円滑に進み，紙媒体の資
料やレスポンスカード等を配布する必要もなくなり， Zoom との併用は極めて有効と考えられた。ま
た，小テスト等を講義時間内に行うことにより，アクセスログを確認して出欠確認とすることも可能
となった。
　「学生による授業評価アンケート」には，講義担当者の声が聞きにくいという音声トラブルと教員
がオンライン講義に慣れていないために生じる不具合のほかには，ネガティブなコメントは見受けら
れなかった。特に， WebClass の利用については，上述のように，より一層活用して欲しいというコ
メントが複数寄せられた。授業評価アンケートのうち，「授業の板書，スクリーンやモニターの表示
は見やすかったか」という項目についての評価（ 5点満点）では，医・歯学部合同の「エッセンシャ
ル生物」，「生物学実習」， 4学部合同の「アドバンスト生物」および「自然・文化人類学」で，それ
ぞれ4.11，4.15，4.28および4.14であり，大きな問題はなかったと判断される。総合評価も，医・歯学
部合同の「エッセンシャル生物」，「生物学実習」，4学部合同の「アドバンスト生物」および「自然・
文化人類学」で，それぞれ4.24，4.23，4.36および4.14であり，昨年度の4.50，4.46，4.40および4.297）

には及ばなかったものの，比較的高い水準を維持できたと考えられる。前期の前半に実施された医・
歯学部合同の「エッセンシャル生物」と「生物学実習」においては，やはりオンライン講義・実習に
ついてのネガティブな指摘は比較的多かったが，それよりも変則的な日時での講義・実習に対する不
満の方が多かった。すなわち，本年度は講義・実習の開始時期が例年よりも 2週間ほど遅れてしまっ
たことから講義・実習の実施日程が変更になり，変則的な講義・実習日程によってその内容の順次性
も損なわれてしまい，学生にとって講義・実習の狙いや「流れ（全体の構成）」が分かりにくいもの
になってしまった。講義・実習の構成について，その変更点を明示し，講義・実習の狙いが少しでも
理解しやすくなるよう我々スタッフも最大限努力したが，講義・実習の構成全体の変更は，教育効果
に極めて深刻な影響を与えたものと判断せざるを得ない。特に，実習への負の影響は大きかったと考
えられる。今後は，新興感染症の拡大のような緊急の事態においても，教育面へのマイナスの影響を
できるだけ軽減できるような，少しでも頑強な構造・構成のシラバスの作成についても考えて行くべ
きであろう。

その他の講義等へのオンライン方式導入について
　本年度は入学式の実施も見送ったため，新入生の初登校日に実施した基礎学力調査テスト終了後に
は，学長講話と理事長からの祝辞，および櫻井滋教授（本学感染制御部部長）による感染予防に関す



－　9　－

COVID-19 感染拡大防止のためのオンラインでの講義・実習の実施と問題点 25

る講義を，上述の「タイプ 1」の形で医・歯・薬・看護の全学部の新入生に配信した（学生は，学部
ごとに別れた講義室に指定された席に着席して聴講）。実施にあたっては，事前の講義配信テストを
行って通信状況を確認するとともに，各講義室の音響等の特性に合わせた調整を行った。また， 7月
3日（金）には，「全人的医療基礎講義」として，「タイプ 2」の形での学長特別講義を実施した。タ
イプ 2は一部ではあるが対面での講義となるので，感染拡大防止の観点からはタイプ 1に劣るが，こ
の時期には新入生の自己検疫期間が完了していたこと，および全国における感染者数および重症者数
の増加が沈静化に向かっていることからの判断であった。一方，本学において力を入れている多職種
連携教育科目（ 1年次における「多職種連携のためのアカデミックリテラシー」および 3年次におけ
る「チーム医療リテラシー」；いずれも本センター・人間科学科のスタッフが科目責任者）については，
少人数でのグループ討論・グループワークが主体となることから，実施日程が延期となっていた。し
かし，COVID-19 への対応が長期化してきていることから，本稿を取りまとめている 9月・10月現在
において， Zoom を活用したグループ討議等を組み入れたプログラムが計画されている。こうした今
年度における取り組みは，来年度あるいは今後の新たな感染症の拡大などの緊急時における対応につ
いて，重要な示唆を与えるものとなるであろう。

まとめ
　本学におけるオンラインでの講義・実習の実績は少ないものの，実際に感染が拡大した地域におけ
る例とは異なり，感染の広がりが危惧されても対面での講義・実習が可能な場合の対応例としては貴
重なものと考えられる。全国の大学において対面での講義・実習が望まれている現状を考えると，本
稿で紹介した実施例は，今後，感染拡大を抑えながら，講義・実習を実施していくためのヒントを与
えるものとなると考えられる。本学においても，来年度以降にも類似の形での講義・実習を実施する
可能性が高いが，今年度の試行錯誤の結果を活かして授業形態の選択等を行うことができるので，よ
り充実したオンライン講義・実習を提供できるものと思われる。
　また，本稿ではオンラインでの授業形態に焦点を当てたが，前提として，その他の感染症対策が全
学的に施されていることが重要なことは言うまでもない。各学部およびその他の様々な組織・部署で
の努力により， 1学年については，食堂やトイレにおける混雑緩和等のための昼休みの延長や，寮へ
の入寮・生活指導などが全学的に行われたことが功を奏したと考えられる。この場を借りてお礼申し
上げるとともに，新入生の学修および生活支援に関して，今後もご指導・ご協力くださるようお願い
し，本稿を終える。
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